
ＪＲ東海労ニュース
第１四半期連結決算

減収・減益
四半期決算で異例の経営協議会開催

本部は本日、経営協議会を開催し、平成21年度第１四半期連結決算に

ついて、会社から説明を受け、協議を行いました。四半期の決算につい

て経営協議会で労働組合に説明するのは異例のことであり、冒頭会社は

「様々な要因で第１四半期決算はかなり厳しい。現状を正しく認識して

いただきたい」と今回の経営協議会開催の意義を明らかにしました。平

成21年度通期の営業収益予想を１２０億円下方修正するものの、業務全

般にわたり効率化・低コスト化等を進めることで、利益については予想

を据え置くとしています。これに対し鈴木委員長から、安全に関する設

備投資額は削減しないこと、年休が取れず、さらに休日出勤を強いられ

ている現状で、要員削減は行わないことを強く申し入れました。

７月30日 東京新聞

運輸収入が四半期業績

予想より120億円減、通期

の営業収益予想を120億円

下方修正。しかし利益は

下方修正せず。会社は業

務執行全般にわたり、効

率化・低コスト化等を進

めると表明。
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